
テクノロジーの発展により自然界のいかなる現象も正確に捉えることができる未来がすぐそばまできている。

私たちの日常生活のレベルで見ても、テクノロジーのおかげで様々な情報に場所を選ばすアクセスできるようになっていたりと、預かる恩恵は計り知れない。

そんな日常では、テクノロジーの中へ足を踏み入れることで新しい発見が生まれるなどというのはよくある話だ。

しかし、問題点もある。

テクノロジーは実際に体感する時にしか生じない根源的な感覚を人間に与えず、過程を省略して結果のみを授けてしまうのだ。

非常に便利な世界だが、このままでは私たちの感覚は錆びついてしまうのではと心配にもなる。

そこで、テクノロジーとモノや土地の個性、人の根源的な体験の共存を試みた。

これはテクノロジーの限界と可能性を示したアナロジーである。
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SUMIDA CUBE TOILET

□Plan□ガラスのファサード　

□案内キューブ

□スモールキューブ配置図

ガラスの被覆は躯体の劣化を防ぎ、セルフクリーニング効果のある

ガラスを使用することで汚れが自然に落ちる。

ライトコート（光庭）と光ダクトが各個室に自然光を取り入れ、ラ

イトコートは空気の循環も促す。

□パッシブデザイン

様々な素材でつくられたキューブ型ベンチ

□ベンチ

□非常用設備

□照明

災害時の非常用グッズを内包したキューブ

夜の足元を照らすライトキューブ

正方形のプランの中心に L字のライトコートを配置している。

ライトコートに接するように各個室を配置することで、室内に自然光

を取り込んだ明るく、開放感のあるトイレになっている。

また、開口がファサードにあらわれない計画によって、外観がまとま

りのあるデザインになる。

「明るいトイレ」

「Memory：Sumida + iU + Design research institute 」

墨田に限らず公衆トイレには薄暗く、陰湿なイメージがつきまとう。

そこで私たちが目指したのは従来の公衆トイレにはない新たなトイレのイメージを

作ることだった。

オブジェのようにも見えるこの立方体は、従来の公衆トイレのイメージと対比的な

ガラスによって覆われ、その表面には墨田を学びの視点から引っ張っていくであろ

う“情報技術”を象徴とした幾何学模様を“デザイン”している。

それは日が沈むと地域を明るく照らす光となり、日が登ると人々の活動を映し出す

器となることで、従来のイメージから解放されるのだ。

□遊具

□遊歩道の整備

トイレの案内と共に、このトイレ建設の主旨の広報

大小様々なキューブで遊びながら素材に触れられる

現状の危険な道路から公園とつながる歩行者空間へ

電子基板をモチーフとしたモザイク模様

ソーラーパネル

ライトコート

だれでもトイレ

男子トイレ 倉庫

女子トイレ

S=1:100 PLAN

S=1:100 SECTION

S=1:100 ELEVATION

S=1:200 SITE PLAN

光ダクト

ライトコート

マンホール型トイレ

周囲とつながる植栽計画

日常での視認性の向上・アクセスの良さに加え、

災害時の利用も考慮して、

広場に大きく開く

遊歩道

遊歩道が道路と一体となる緑地

道路を拡張

スモールキューブ

点字ブロック

女子トイレ

男子トイレ

だれでもトイレ

4840

だれでもトイレ男子トイレ

コンクリート

ジョイント

空気層

ガラスパネル

490×1190×10

かまど

SOLAR LED

木

鋼

他、モルタル、ガラス、カーボン等

482
0
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